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京
都
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
大
手
化
学
メ
ー

カ
ー
に
勤
務
し
、
そ
の
後
、
大
工
の
道
に
進
ん
だ

久
良
大
作
さ
ん
（
大
工
・
₅₀
）。
朝
日
新
聞
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
特
集
記
事
を
き
っ
か
け
に
東
京
転

勤
後
、
訓
練
校
に
通
い
始
め
た
の
は
今
か
ら
₂₄
年

前
。
今
で
は
、
古
民
家
再
生
な
ど
を
手
が
け
る
こ

だ
わ
り
を
も
っ
た
大
工
と
し
て
、
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

久
良
さ
ん
の
お
父
さ
ん

は
司
法
書
士
。
そ
の
影
響

を
受
け
、
弁
護
士
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
司
法
試
験
を

目
指
す
仲
間
と
ウ
マ
が
合

わ
ず
、
卒
業
後
、
三
井
石

油
化
学
工
業
㈱
（
現
三
井

謹・賀・新・年
2017年（平成29年）元旦

〝土
に
還
る
〞

家
づ
く
り
を

技
術
を
も
っ
て
い
る
私
た
ち
が
・
・
・

こだわり大工
久

く

良
ろ う

 大
だ い

作
さ く

さん

岩
国

化
学
）
に
入
社
。
３
年
半

岩
国
の
工
場
に
勤
務
し
、

東
京
転
勤
後
、
大
工
の
道

へ
。
全
建
総
連
傘
下
の
首

都
圏
建
設
産
業
ユ
ニ
オ
ン

の
訓
練
校
に
入
校
し
、
会

社
を
退
職
し
ま
し
た
。

　

27
歳
の
時
、
徒
弟
制
度

の
よ
う
な
元

で
大
工
を
学

ぶ
た
め
、
東

京
町
田
市
の

親
方
の
も
と

で
修
業
。
同

時
に
、
町
田

市
に
近
い
東

京
都
立
大
学

（
現
在
の
首

都
大
学
東

京
）
の
夜
間

部
の
建
築
科

に
入
学
し
、

建
築
を
学
び

ま
し
た
。

　

大
工
と
し

て
生
き
て
い

く
こ
と
を
決

意
し
、
岩
国

勤
務
で
知
り
合
っ
た
恭
子

さ
ん
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
。
東

京
で
二
人
三
脚
の
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

独
立
の
決
意
は
今
か
ら

16
年
前
。「
お
前
が
大
工

に
な
っ
た
ら
、
俺
が
一
番

に
頼
む
か
ら
な
」。
岩
国
勤

務
時
代
に
お
世
話
に
な
っ

た
上
司
の
一
言
で
し
た
。

　

恭
子
さ
ん
の
実
家
が
あ

り
、
昔
の
勤
務
地
と
し
て

も
縁
が
あ
る
岩
国
へ
。
墨

付
け
や
刻
み
が
で
き
る
作

業
場
も
つ
く
り
ま
し
た
。

◇
◇
◇
　

◇
◇
◇

　

平
成
12
年
８
月
に
岩
国

支
部
に
加

入
。
大
工
の

仕
事
も
軌
道

に
乗
り
、
今

で
は
古
民
家

再
生
な
ど
も

手
掛
け
、「
こ

だ
わ
り
大

工
」と
し
て
、

雑
誌
・
新
聞

等
で
も
情
報

発
信
も
し
て

い
ま
す
。

　

「
な
お
せ

ば
、
住
め
る

家
は
た
く
さ

ん
あ
る
。
大
量
生
産
大
量

消
費
の
新
築
は
ナ
ン
セ
ン

ス
」
と
現
在
の
住
宅
市
場

に
疑
問
を
投
げ
掛
け
ま

す
。

　

古
民
家
を
再
生
す
る

と
、
古
い
家
の
材
料
は
全

て
土
に
還
る
も
の
が
使
わ

れ
、
逆
に
現
在
の
多
く
の

新
築
住
宅
は
、
新
建
材
や

ビ
ニ
ー
ル
ク
ロ
ス
な
ど
全

て
廃
棄
物
に
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
メ
ー
カ
ー
へ
の
対
抗
と

し
て
構
造
耐
力
上
、
必
要

な
箇
所
以
外
は
、
金
物
を

使
用
せ
ず
、
新
建
材
を
使

用
し
な
い
家
を
建
て
る
こ

と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

◇
◇
◇
　

◇
◇
◇

　

久
良
さ
ん
に
は
、
現
在

２
人
の
弟
子
（
黒
瀬
規
公

さ
ん
・
�
、
沖
本
克
則
さ

ん
・
�
）
が
い
ま
す
。「
こ

だ
わ
り
大
工
」
と
し
て
、

取
り
組
む
姿
に
共
感
し
、

弟
子
入
り
し
ま
し
た
。

　

「
大
工
は
作
れ
ば
売
れ

る
メ
ー
カ
ー
の
後
追
い

（
ま
ね
）
を
し
す
ぎ
て
き

た
。
こ
だ
わ
っ
て
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
き

た
い
」
と
久
良
さ
ん
。

　

「
住
み
手
（
消
費
者
）

の
意
識
改
革
も
必
要
。
技

術
を
持
っ
て
い
る
私
た
ち

が
、
魅
力
を
感
じ
る
家
を

つ
く
り
た
い
」。

　

「
こ
だ
わ
り
大
工
」
と

し
て
の
挑
戦
は
、
ま
だ
ま

だ
続
き
ま
す
。

久良さん
大手化学メーカーからＩターン

　広島県出身。50歳。奥さん
（恭子さん）、息子さん２人
（高校２年生の周一郎さん、中
学２年生の荘介さん）の４人家
族。大阪育ち。大手企業勤務
後、Iターン。新聞社等での連載
など、情報発信にも力を注ぐ。

沖本さん 黒瀬さん

◀ 金物を使用
しないで、ヒ
ノキだけで合
掌組みをした
屋根。木だけ
でやってみよ
うと思案。

住
み
手
の
意
識
改
革
を
求
め
て

壁は石灰を混ぜた土壁。自然にこだわる。

　

▼
Ｖ
Ｒ
を

ご
存
知
で
す

か
？
Ｖ
Ｒ
と

は
人
間
の
感

覚
器
官
に
働

き
か
け
、
現
実
で
は
な

い
も
の
が
、
実
質
的
に

現
実
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
環
境
を
人
工
的
に

作
り
出
す
技
術
の
総
称
。

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
と
も
言
い
ま
す
。

　

▼
昨
年
は
「
Ｖ
Ｒ
元

年
」
と
言
わ
れ
、
各
社

か
ら
Ｖ
Ｒ
用
Ｈ
Ｍ
Ｄ

（
ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
）
が
い
く
つ

も
発
売
。
Ｐ
Ｓ
４
（
プ

レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
４
）

用
の
物
、
本
格
的
な
Ｐ

Ｃ
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
）
に
繋
い
で

使
う
も
の
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
画
面
を
利
用

し
て
使
用
す
る
安
価
な

も
の
（
数
千
円
～
）
が

一
斉
に
で
ま
し
た
。

　

▼
新
し
も
の
好
き
な

私
は
早
速
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
使
用
す
る
タ

イ
プ
を
購
入
。
し
か
し

結
局
Ｐ
Ｃ
に
繋
ぐ
本
格

的
な
も
の
を
買
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
使
っ
て

み
る
と
、
今
ま
で
体
験

し
た
こ
と
の
な
い
世
界
。

現
実
に
な
い
空
間
に
私

自
身
が
い
る
様
な
感
じ

で
し
た
。

▼
海
の
中
で
ク
ジ
ラ
と

出
会
い
、
人
骨
の
モ
ン

ス
タ
ー
と
盾
と
剣
で
戦

い
、
戦
闘
機
を
操
縦
し

空
中
回
転
。
今
年
、
是

非
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
年
に
、
新
し
い

発
見
が
で
き
る
こ
と
間

違
い
な
し
で
す
。
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し
ま
し
た
。
震
災
後
の

仮
設
住
宅
建
設
に
は
、

建
設
山
口
か
ら
も
11
人

の
大
工
さ
ん
が
応
援
に

駆
け
つ
け
ま
し
た
。
県

の
住
宅
課
の
担
当
者
の

方
も
行
政
の
手
伝
い
に

行
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　

平
成
22
年
に
災
害
協

定
の
取
り
組
み
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
が
要
因
と
な
っ
て
今

年
１
月
17
日
に
山
口
県

と
建
設
山
口
が
災
害
協

定
を
締
結
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

各
支
部
を
通
じ
て
災

害
時
に
お
け
る
被
災
住

宅
の
応
急
修
理
事
業
者

の
登
録
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
は
今
後
行
政
と
の
大

き
な
パ
イ
プ
と
な
り
ま

す
。
御
理
解
の
上
、
御

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

熊
本
地
震
に
お
け
る

応
急
仮
設
木
造
住
宅
建

設
へ
の
貢
献
に
対
し
、

全
建
総
連
と
熊
本
建
労

が
国
交
省
住
宅
局
長
か

ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し

　

組
合
員
の
皆
様
、
並

び
に
御
家
族
の
皆
様
方

に
謹
ん
で
新
年
の
御
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

熊
本
地
方
の
大
地
震

か
ら
８
ヶ
月
余
り
経
過

た
。
国
が
全
建
総
連
の

存
在
を
改
め
て
認
識
し

て
く
れ
た
も
の
と
考
え

ま
す
。

　

社
会
保
険
未
加
入
問

題
の
対
策
と
し
て
は
昨

年
、
県
下
１
２
０
０
社

の
公
共
工
事
登
録
業
者

に
対
し
、「
間
違
っ
た

指
導
の
な
い
よ
う
に
」

と
県
の
担
当
課
よ
り
、

文
書
送
付
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
技
能
者

を
支
援
す
る
と
し
た
自

民
党
の
議
員
連
盟
が
発

足
し
て
お
り
、
１
４
７

名
の
賛
同
議
員
さ
ん
が

全
建
総
連
の
様
々
な
要

望
に
対
応
す
る
と
回
答

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
明
る
い
展

望
が
開
け
る
よ
う
、
組

合
と
し
て
出
来
る
こ
と

を
役
員
一
同
、
力
を
合

わ
せ
こ
の
一
年
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
御
理

解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
御
多
幸
と
御

健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

平成29年申告相談会

確定申告学習会（平成29年）

支 部 名 日　程 時　間 場　所

宇 　 部 ２月 １ 日㈬～ 10 日㈮ ９：00 ～ 17：00 支部事務所

岩 　 国 ２月 ３ 日㈮ 10：00 ～ 16：00 支部事務所

下 　 関 ２月 ５ 日㈰ 10：00 ～ 15：30 下関市リサイクルプラザ

阿 　 東 ２月 ６ 日㈪ 10：00 ～ 16：00 支部事務所

萩・阿武 ２月 ９ 日㈭ 10：00 ～ 16：00 萩支部事務所

徳 　 山 ２月 10 日㈮ 10：00 ～ 16：00 支部事務所

美 　 祢 ２月 13 日㈪ 10：00 ～ 16：00 支部事務所

下 　 松 ２月 14 日㈫ 10：00 ～ 16：00 中国労金下松支店会議室

光 ２月 16 日㈭ 10：00 ～ 16：00 支部事務所

下 　 関 ２月 19 日㈰ 10：00 ～ 15：30 下関市リサイクルプラザ

長 　 門 ２月 20 日㈪ 10：00 ～ 16：00 支部事務所

山 　 口 ２月 20 日㈪ 10：00 ～ 16：00 支部事務所

小 野 田 ２月 21 日㈫ 10：00 ～ 16：00 支部事務所

熊 毛 南 ２月 22 日㈬ 10：00 ～ 16：00 支部事務所

柳 　 井 ２月 23 日㈭ 10：00 ～ 16：00 支部事務所

防 　 府 ２月 24 日㈮ 10：00 ～ 16：00 支部事務所

下 　 関 ２月 26 日㈰ 10：00 ～ 15：30 下関市リサイクルプラザ

吉 　 南 ２月 27 日㈪～３月 ３ 日㈮ 13：00 ～ 16：00 支部事務所

豊 　 浦 ３月 １ 日㈬ 18：00 ～ 20：00 支部事務所

日　程 時　間 対象支部 場　所

１月 24 日㈫ 13：00 ～ 16：00 全支部 中国労金下松支店会議室

１月 27 日㈮ 13：00 ～ 16：00 全支部 建設山口本部会館

１月 29 日㈰ 13：00 ～ 16：00 全支部 下関市リサイクルプラザ
 ※ 確定申告学習会に参加希望の方は、お入りの支部へ、開催日の７日前までに、御連絡ください。

執行委員長

吉村　修

今
年
も
各
地
域
で

　
申
込
は
所
属
の
支
部
へ

　︻
税
対
部
長
・
末
広
武

夫
︼
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
確
定
申
告

が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
確
定
申
告
書

に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
の

記
載
と
本
人
確
認
書
類
の

提
示
又
は
写
し
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
御
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
年
の
こ
と
で

す
が
節
税
の
た
め
に
も
、

確
定
申
告
書
に
添
付
す
る

証
明
書
類
を
取
り
揃
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

建
設
山
口
で
は
、
確
定

申
告
学
習
会
・
個
別
申
告

相
談
会
を
左
表
の
日
程
で

行
い
ま
す
の
で
、
所
属
の

支
部
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

学
習
会
に
は
筆
記
用
具

と
電
卓
を
、
相
談
会
に
は

申
告
書
（
前
年
分
も
）・
収

支
内
訳
書
（
前
年
分
も
）・

帳
簿
・
添
付
す
る
証
明
書
・

筆
記
用
具
・
電
卓
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

例
年
各
支
部
を
通
じ
て

販
売
を
し
て
い
ま
す
全
建

総
連
作
製
の
「
所
得
計
算

書
」
の
パ
ソ
コ
ン
版
（「
所

得
計
算
書
エ
ク
セ
ル
Ｃ
Ｄ

版
」）
を
昨
年
12
月
か
ら

販
売
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
エ
ク
セ
ル
版
の
書
式
は

こ
れ
ま
で
の
所
得
計
算
書

と
ほ
ぼ
同
様
で
す
の
で
、

従
前
の
手
書
き
感
覚
で
無

理
な
く
入
力
で
き
る
も
の

で
す
。
減
価
償
却
も
基
本

的
な
項
目
を
入
力
す
る
だ

け
で
自
動
計
算
し
ま
す
。

　

エ
ク
セ
ル
Ｃ
Ｄ
版
の
内

容
と
し
ま
し
て
は
「
平
成

28
年
分
」
と
「
平
成
29
年

分
（
日
々
記
帳
対
応
）」

の
２
つ
の
ソ
フ
ト
が
入
っ

て
い
ま
す
。

末広部長

申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人
確
認
書
類
も

　

中
建
国
保
加
入
者
の
方

で
、
個
人
事
業
所
か
ら
新

た
に
法
人
事
業
所
を
設
立

さ
れ
た
際
は
、
今
ま
で
加

入
さ
れ
て
い
た
国
民
年
金

か
ら
厚
生
年
金
に
切
り
替

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 　

手
続
き
期
間
は
法
人
設

立
日
か
ら
原
則
14
日
以
内

と
な
り
ま
す
。
短
い
期
間

で
す
の
で
、
御
注
意
く
だ

さ
い
。

　

14
日
を
超
え
る
と
中
建

国
保
の
資
格
を
失
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
法
人

設
立
の
予
定
が
あ
る
方
は

事
前
に
各
支
部
へ
御
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
法
人

事
業
所
で
従
業
員
を
新
た

に
雇
う
場
合
も
雇
用
日
か

ら
原
則
14
日
以
内
に
手
続

き
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
元
請
や
ゼ
ネ
コ

ン
か
ら
の
誤
っ
た
情
報

で
、
半
ば
強
制
的
に
法
人

化
や
協
会
け
ん
ぽ
へ
移
行

さ
れ
た
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
が
、「
中
建
国

保
加
入
は
、
協
会
け
ん
ぽ

加
入
と
同
等
の
扱
い
」
と

な
り
ま
す
。
元
請
な
ど
か

ら
強
要
さ
れ
た
場
合
に

は
、
本
部
も
し
く
は
、
お

入
り
の
支
部
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

法人事業所設立・14日以内に手続きを

大切なお知らせです

u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u

u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

　

９
月
１
日
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
。
ス
マ
ホ
に
も
対
応
し
て
お
り
、
見
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
中
建
国
保
・
労
災
等
の
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
御
利
用
く
だ
さ
い
。

ホームページをリニューアル
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◆１ヶ月に何日働きましたか。

▼年収はいくら

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
枚

数
は
、
９
４
１
９
枚
。
回

収
率
は
昨
年
と
比
べ
１
・

２
％
増
の
82
・
８
％
と
な

り
、
過
去
最
高
の
回
収
率

と
な
り
ま
し
た
。
御
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　

◇
◇
◇
　

◇
◇
◇

　

支
部
別
賃
金
（
全
職
種

平
均
）、
労
働
日
数
、
年
収

関
係
に
つ
い
て
は
、
表
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

賃
上
げ
の
有
無
で
は
、

常
用
・
手
間
請
の
人
に
つ

い
て
は
上
が
っ
た
と
答
え

た
人
が
５
５
６
人
の
17
％

（
昨
年
18
％
）。
下
が
っ
た

が
68
人
の
２
％
（
同
２
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人

親
方
に
つ
い
て
は
、上
が
っ

た
と
答
え
た
人
が
４
％（
同

４
％
）、
変
わ
ら
な
い
が

88
％
（
同
89
％
）、
下
が
っ

た
と
答
え
た
人
が
７
％（
同

８
％
）。
事
業
主
に
つ
い
て

は
、
上
げ
た
と
答
え
た
人

が
27
％
（
同
28
％
）
で
下

げ
た
１
％
（
同
１
％
）、

71
％
（
同
79
％
）
が
す
え

お
い
た
と
回
答
し
て
い
ま

す
。

　

年
収
（
ボ
ー
ナ
ス
・
手

当
て
等
を
含
め
た
総
額
）

の
全
職
種
平
均
額
は
、
一

人
親
方
が
４
１
２
万
円

（
昨
年
４
０
６
万
円
）、
常

用
・
手
間
請
で
働
く
人

が
３
５
４
万
円
（
昨
年

３
５
１
万
円
）
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。
一
人

親
方
（
大
工
職
）
の
年
収

の
平
均
は
３
９
９
万
円（
町

場
、
工
務
店
な
ど
の
現
場

で
働
く
人
）、
４
２
８
万
円

（
地
元
の
住
販
な
ど
の
建

売
）、
４
５
８
万
円
（
大
手

プ
レ
ハ
ブ
・
住
宅
会
社
）、

４
６
２
万
円
（
ゼ
ネ
コ
ン

の
野
丁
場
の
現
場
）
で
し

た
。

　

土
曜
休
日
は
、
常
用
・

手
間
請
の
人
を
み
る
と
月

１
回
以
上
土
曜
日
が
休
み

に
な
っ
て
い
る
人
は
、
全

体
の
半
数
の
51
％
。
ま
た
、

　

国
土
交
通
省
は
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価（
見

積
も
り
を
作
る
際
の
職

種
別
賃
金
）
を
４
年
連

続
引
き
上
げ
ま
し
た（
山

口
県
は
約
27
％
上
昇
）。

　

し
か
し
、
現
実
に
は

「
現
場
で
働
く
技
能
労

働
者
に
引
き
上
が
っ
た

賃
金
は
渡
っ
て
い
な

い
」
と
さ
れ
、
建
設
山

口
の
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
（
公
共
工
事
関
係
）

で
も
、「
変
わ
ら
ず
」

が
86
％
、「
下
が
っ
た
」

と
答
え
た
方
も
５
％
と

な
り
、
現
場
に
渡
っ
て

い
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

に
つ
い
て
は
、
事
業
主

１
１
３
人
、
一
人
親
方

４
７
９
人
、
常
用
・
手
間

請
で
働
く
人
４
５
６
人
が

知
ら
な
い
と
答
え
て
お
り
、

引
き
続
き
周
知
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

建
設
山
口
﹁
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂
の
集
計
結
果
に
よ
る

と
、
平
成
28
年
の
賃
金
実
態
︵
全
職
種
平
均
︶
は
事
業
主

の
支
払
い
賃
金
が
１
１
６
円
増
の
１
万
３
６
３
３
円
、
一

人
親
方
の
受
取
賃
金
が
２
３
５
円
増
の
１
万
５
６
４
３
円
、

常
用
・
手
間
請
で
働
く
人
の
受
取
賃
金
は
、
53
円
増
の

１
万
２
４
８
８
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
人
親
方
と
常
用
・

手
間
請
の
人
の
受
取
賃
金
の
平
均
日
額
は
︵
全
職
種
︶
は

１
万
４
４
４
２
円
。
昨
年
と
比
較
す
る
と
61
円
増
と
な
り

ま
し
た
。

Ｈ
28
・
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

 
一
人
親
方

常
用
手
間
請 

４
１
２
万
円

３
５
４
万
円

 建設山口・支部別賃金（全職種平均）

 単位／人

 単位／人

65
歳
以
上
も
被
保
険
者
に

ー 

保
険
料
は
31
年
度
ま
で
免
除 

ー

　

生
涯
現
役
社
会
の
観
点

か
ら
雇
用
保
険
者
数
、
求

職
者
数
の
増
加
傾
向
に
あ

る
65
歳
以
上
の
高
年
齢
者

の
雇
用
が
一
層
推
進
さ
れ

る
よ
う
、
雇
用
保
険
の
適

用
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
平

成
29
年
１
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
が
、
経
過
措

置
が
あ
り
、
保
険
料
の
徴

収
は
、
平
成
31
年
度
ま
で

免
除
と
な
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
本
部
ま
た

は
所
属
の
支
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

◆
例
１
・
Ｈ
29
年
１
月

１
日
以
降
に
新
た
に
65
歳

以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し

た
場
合
・
・
・
・
雇
用
保

険
の
適
用
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
事
業
所
所
轄

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
雇

用
保
険
被
保
険
者
資
格
取

得
届
」
を
提
出
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

◆
例
２
・
Ｈ
28
年
12
月

末
ま
で
に
65
歳
以
上
の
労

働
者
を
雇
用
し
、
Ｈ
29
年

１
月
１
日
以
降
も
継
続
し

て
雇
用
し
て
い
る
場

合
・
・
・
・
雇
用
保
険
の

適
用
要
件
に
該
当
す
る
場

合
は
、
Ｈ
29
年
１
月
１
日

よ
り
雇
用
保
険
の
適
用
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
事

業
所
所
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
「
資
格
取
得
届
」
を

提
出
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　　

◆
例
３
・
Ｈ
28
年
12
月

末
時
点
で
高
年
齢
継
続
被

保
険
者
で
あ
る
労
働
者
を

Ｈ
29
年
１
月
１
日
以
降
も

継
続
し
て
雇
用
し
て
い
る

場
合
・
・
・
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
の
届
出
は
不
要
（
自

動
的
に
高
年
齢
被
保
険
者

に
被
保
険
者
区
分
が
変

更
）。

◆雇用保険の被保険者
　となる適用要件

①１週間の所定労働時間が20
時間以上であること。

②31日以上の雇用見込みがあ
ること。

※①②ともに満たすことが条件

※事業主が従業員を一人でも
雇った場合は雇用保険に加
入することとなっており、
原則として、これは強制的
に適用になります。

雇用保険
適用拡大へ
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賃
金
ア
ッ
プ
・
請
求
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
に

　

当
初
、
一
人
親
方
の
組

合
員
さ
ん
か
ら
「
厚
生
年

金
や
社
会
保
険
の
番
号
」

を
記
入
す
る
よ
う
に
言
わ

れ
、「
何
を
書
い
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
中
建
国
保

加
入
の
事
業
主
か
ら
「
従

業
員
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
証
明
」
が
欲
し

い
と
の
依
頼
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

　

国
保
の
場
合
、
事
業
所

単
位
の
加
入
で
は
な
い
の

で
、
保
険
証
に
事
業
所
名

の
記
載
が
な
い
た
め
、
元

請
事
業
所
よ
り
、
保
険
証

の
コ
ピ
ー
で
は
証
明
に
な

ら
な
い
と
言
わ
れ
、
事
務

局
が
困
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
初
の
問
題
は
解
決
さ

れ
た
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
実
際
に
は
厚
生
年
金

な
ど
の
加
入
が
証
明
で
き

な
い
職
人
を
使
わ
な
い
傾

向
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

建
設
労
働

者
の
た
め
の

組
合
と
し

て
、
一
人
親

方
が
業
界
を

支
え
て
き
た

こ
と
や
、
中

建
国
保
が
認
め
ら
れ
て
い

る
仕
組
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

し
、
仲
間
を
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

賃
金
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、「
請
求
し
な
け
れ
ば

も
ら
え
な
い
」
を
基
本
に

法
定
福
利
費
を
明
示
し
た

標
準
見
積
書
を
利
用
し
、

元
請
事
業
所
や
施
主
に
請

求
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
建
設
山
口
賃
金
対

策
部
と
し
て
、
独
自
の
標

準
見
積
書
も
作
成
し
、
支

部
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

「
事
業
主
の
方
は
、
法

定
福
利
費
を
請
求
し
、
少

し
で
も
労
働
者
の
賃
金
を

上
げ
る
努
力
を
」「
労
働

者
の
方
は
、
賃
金
を
少
し

で
も
上
げ
て
も
ら
え
る
よ

う
、日
頃
の
努
力
を
」「
一

人
親
方
の
方
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
応
じ
て
、
賃

金
引
き
上
げ
に
向
け
た
努

力
」
が
大
切
で
す
。

　

み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
、
建
設
業
界
全
体
の
賃

金
ア
ッ
プ
に

取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ

う
。
将
来
的

に
は
、
法
制

化
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な

取
り
組
み
も
必
要
と
思
い

ま
す
の
で
、
で
き
る
こ
と

か
ら
今
年
一
年
、
賃
金
対

策
部
と
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

力
を
合
わ
せ
て

建
設
業
全
体
の
引
き
上
げ
を

賃金対策部長

久保　登志正

　

昨
年
、
国
の
社
会
保

険
加
入
に
関
す
る
下
請

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
訂

さ
れ
、
労
働
者
単
位
ま

で
加
入
指
導
が
強
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
　

　

こ
れ
ま
で
も
「
法
人

化
を
求
め
ら
れ
る
」「
社

会
保
険（
協
会
け
ん
ぽ
）

を
強
要
さ
れ
る
」「
一

人
親
方
に
雇
用
保
険
の

加
入
を
求
め
る
」
等
、

元
請
（
上
位
）
事
業
所

か
ら
指
摘
を
受
け
る
事

例
が
県
内
で
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
後
、
更
に

増
加
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
山
口
県
で
は

独
自
の
施
策
と
し
て
、

社
会
保
険
未
加
入
対
策

を
進
め
て
い
く
上
で
、

入
札
・
契
約
制
度
を
改

正
。
県
発
注
の
公
共
工

事
で
、
標
準
見
積
の
活

用
を
図
り
ま
す
（
元
請

事
業
所
に
総
合
評
価
項

目
で
加
点
）。

　

組
合
員
の
み
な
さ

ん
、
加
入
す
べ
き
社
会

保
険
は
事
業
所
の
形
態

（
法
人
・
個
人
等
）
で

異
な
り
ま
す
。

　

元
請
（
上
位
）
事
業

所
か
ら
、
社
会
保
険
関

係
の
指
摘
を
受
け
た

ら
、
ま
ず
は
組
合
ま
で

御
相
談
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

現場での確認強まる
社会保険未加入対策で

『
応
急
仮
設
』と『
応
急
修
理
』

県
下
最
大
の
技
能
者
集
団
と
し
て

　

建
設
山
口
は
、
平
成
29

年
１
月
17
日
の
午
前
10
時

30
分
か
ら
県
庁
政
庁
会
議

室
で
、
山
口
県
と
の
災
害

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
災
害
協
定

は
「
応
急
仮
設
木
造
住
宅

の
建
設
に
関
す
る
協
定
」

と
「
被
災
住
宅
の
応
急
修

理
に
関
す
る
協
定
」
の
２

つ
で
す
。

　

「
応
急
仮
設
木
造
住
宅

の
災
害
協
定
」
は
、
一
般

社
団
法
人
Ｊ
Ｂ
Ｎ
・
全
国

工
務
店
協
会
（
会
員
数
約

３
千
社
）と
全
建
総
連（
組

合
員
数
62
万
）
を
正
会
員

と
す
る
一
般
社
団
法
人
全

国
木
造
建
設
事
業
協
会

（
全
木
協
）
が
締
結
。
建

設
山
口
は
、
全
木
協
山
口

県
協
会
の
会
員
団
体
と
し

て
、
労
働
者
供
給
団
体
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
被
災
住
宅
の
応

急
修
理
に
関
す
る
協
定
」

は
建
設
山
口
が
直
接
、
締

結
す
る
も
の
で
、
山
口
県

側
の
意
向
を
受
け
、
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

建設山口の仲間も仮設現場を体験（7/30熊本）

県
内
で
想
定
さ
れ
る

地
震
・
そ
の
被
害

　

山
口
県
内
に
も
活
断
層

は
あ
り
ま
す
。
県
の
資
料

に
よ
る
と
、
想
定
さ
れ
る

地
震
と
し
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　

《
大
竹
断
層
》
地
震
規

模
Ｍ
７
・
２
、
最
大
震
度

は
７
で
、
震
度
６
弱
以
上

の
地
域
は
和
木
町
、光
市
、

岩
国
市
な
ど
９
市
町
。

　

《
菊
川
断
層
》
地
震
規

模
Ｍ
７
・
０
、
最
大
震
度

は
７
で
、
震
度
６
弱
以
上

の
地
域
は
下
関
市
、
山
陽

小
野
田
市
、
美
祢
市
な
ど

５
市
。

　《
大
原
湖
断
層
（
宇
部

東
部
）》
地
震
規
模
Ｍ
７
・

０
、
最
大
震
度
７
で
、
震

度
６
弱
以
上
の
地
域
は
宇

部
市
、
山
口
市
、
美
祢
市

な
ど
６
市
。
　

昨
年
の
熊

本
地
震
は
最

大
震
度
７

で
、
全
半
壊

は
約
３
万

７
０
０
０

棟
。
仮
に
大

竹
断
層
の
地

震
が
発
生
し

た
場
合
、
全

半
壊
は
６
万

３
０
２
２
棟

と
推
定
さ
れ
、
熊
本
地
震

の
約
１
・
７
倍
の
被
害
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
は
、
山
口

県
の
防
災
計
画
の
見
直
し

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、

建
設
山
口
は
、
県
下
最
大

の
技
能
者
集
団
と
し
て
、

役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
協
定
の

詳
細
は
、
次
号
の
機
関
紙

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

いつどこで起こるかわからない

応
急
修
理
事
業
者
を
募
集

　

建
設
山
口
で
は
、「
災

害
時
の
応
急
修
理
に
関
す

る
協
定
の
締
結
」に
伴
い
、

今
後
も
継
続
し
て
「
応
急

修
理
（
登
録
）
事
業
者
」

を
募
集
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
規
模
地
震
の
際
、
被

災
地
域
（
住
宅
の
倒
壊
現

場
）
で
の
建
設
職
人
の
人

力
は
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
趣
旨
を
御

理
解
頂
き
、
多
く
の
組
合

員
の
御
協
力
（
登
録
）
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
入
り
の
支

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

健診受けよう
〜詳細は各支部へ〜

早期発見が大切

　

平
成
20
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
40
歳
以
上
の
被

保
険
者
を
対
象
と
す
る

特
定
健
診
、
特
定
保
健

指
導
は
、
平
成
28
年
度

は
こ
の
事
業
の
第
２
期

目
４
年
度
と
な
り
ま

す
。

　

国
は
、
第
２
期
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
第
１

期
の
総
括
を
ふ
ま
え
保

険
者
の
特
性
を
考
慮
し

た
国
保
組
合
の
最
終
年

（
平
成
29
年
度
）
目
標

を
特
定
健
診
受
診
率

70
％
、
特
定
保
健
指
導

実
施
率
30
％
と
定
め
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

中
建
国
保
の
平
成
28
年

度
の
目
標
実
施
率
は
、

健
康
診
査
70
％
、
保
健

指
導
25
％
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

「
早
期
に
病
気
が
み

つ
か
っ
て
良
か
っ
た
」

と
の
声
も
多
数
で
す
。

病
気
は
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
大
切
で
す
。

受
診
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
受
診
を
お
願
い
し

ま
す
。

H29.1.17
山口県と 災害協定へ
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会場をうめつくす参加者（手前は建設山口の仲間）

予
算
獲
得
に
向
け

　

賃
金
単
価
引
き
上
げ
、

予
算
要
求
を
掲
げ
、
11
月

22
日
、
全
建
総
連
の
予
算

要
求
中
央
総
決
起
大
会
が

東
京
日
比
谷
公
園
大
音
楽

堂
で
開
催
さ
れ
、
建
設
山

口
か
ら
は
吉
村
執
行
委
員

長
を
先
頭
に
14
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
地
元
国
会
議

員
要
請
行
動
を
２
班
に
分

か
れ
て
実
施
。
決
起
大
会

は
、
12
時
30
分
に
開
会
し

ま
し
た
。
初
め
に
「
本
大

会
の
要
求
項

目
は
、
全
て

必
要
不
可
欠

な
も
の
。
予

算
獲
得
に
向

け
前
進
し
て

行
こ
う
」
と

三
浦
中
央
執

行
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、

基
調
報
告
、

交
渉
団
の
決

意
表
明
が
あ

り
、
大
会
決

議
案
を
採

択
。
ガ
ン
バ

ロ
ー
三
唱
を

し
た
あ
と
、

シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
繰

り
返
し
、
全

国
の
仲
間
と

東
京
駅
ま
で

デ
モ
行
進
を

行
い
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
48
県
連
・
組

合
３
１
２
７
人
が
参
加
。

諸
要
求
の
実
現
に
向
け
、

全
国
の
仲
間
と
団
結
し
て

い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

日比谷公園大音楽堂で

新年度の運動方針などを決定

福岡で総連定期大会

組
織
増
勢
を
力
に

魅
力
あ
る
建
設
産
業
を

全国から1,631人
　

全
建
総
連
第
57
回
定

期
大
会
が
10
月
12
～
14

日
、
福
岡
県
の
福
岡
サ

ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
＆

ホ
ー
ル
」
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
、全
国
か
ら
53

県
連
・
組
合
１
６
３
１

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
「
組
織
増
勢

を
力
に
賃
金
・
単
価
・

労
働
条
件
を
改
善
し
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
建
設
産

業
の
実
現
、
平
和
を
守

ろ
う
」
を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
経
過
報

告
を
承
認
。
新
年
度
の

運
動
方
針
な
ど
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
も
吉

村
委
員
長
を
は
じ
め
代

表
21
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
役
員
改
選
で
は
三

浦
一
男
中
央
執
行
委
員

長
が
再
任
さ
れ
、
建
設

山
口
の
小
林
書
記
長
も

副
中
央
執
行
委
員
長
に

再
任
。
新
執
行
部
が
動

き
始
め
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
分
科
会

議
長
（
社
会
保
障
）
を

藤
井
洋
巳
さ
ん
（
熊
毛

南
）
が
担
当
し
、
功
労

者
表
彰
を
今
地
幾
太
郎

（
下
松
）
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。 「

親
子
木
工
教
室
」
休
む
暇
な
く

　

建
設
山
口
技
能
士
会
と

し
て
、
毎
年
参
加
し
て
い

る
「
も
の
づ
く
り
体
験

フ
ェ
ア
」
が
11
月
６
日
、

山
口
市
の
維
新
百
年
記
念

公
園
内
の
山
口
県
ス
ポ
ー

ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

事
前
に
協
議
を
重
ね
、

親
子
木
工
教
室
を
実
施
す

る
こ
と
を
確
認
。
ミ
ニ
イ

ス
・
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
・

本
立
て
の
３
種
類
を
合
計

70
セ
ッ
ト
準
備
。
今
回
も

本
部
技
術
対
策
担
当
役
員

が
中
心
と
な
り
、
指
導
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　

開
場
前
か
ら
順
番
待
ち

の
列
が
出
来
る
な
ど
相
変

わ
ら
ず
好
評
で
、
休
む
暇

も
な
く
夕
方
ま
で
指
導
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　

「
も
の
を
つ
く
る
喜
び
」

「
木
の
良
さ
」
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
こ
の
取
組

は
、
今
後
も
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

宇部で県内交流学習会
～ 主婦の会 ～

10支部38人の参加者で（ときわ公園）

他
支
部
と
交
流
　
意
見
交
換
も

　

11
月
１
～
２
日
、
第
29

回
主
婦
の
会
県
内
交
流
学

習
会
を
宇
部
市
の
「
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
山
口
・
宇

部
」
に
お
い
て
、
10
支
部

38
人
の
参
加
の
も
と
開
催

し
ま
し
た
。

　

「
食
生
活
改
善
講
座
」

と
題
し
た
講
演
を
宇
部
市

保
健
セ
ン
タ
ー
・
管
理
栄

養
士
の
中
尾
久
美
子
氏
か

ら
受
け
ま
し
た
。
具
体
的

な
事
例
に
基
づ
き
、
分
か

り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を

受
け
、
日
頃
の
食
生
活
の

大
切
さ
を
改
め
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
講

演
の
内
容
に

つ
い
て
」と「
自

由
討
論
（
仲
間

を
増
や
す
た

め
の
工
夫
・
仕

事
と
暮
ら
し

に
つ
い
て
）」

の
テ
ー
マ
で

分
散
会
を
実
施
。
そ
れ
ぞ

れ
の
支
部
の
実
情
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
活
発
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
分
散
会
報
告

と
ま
と
め
を
行
い
、
野
外

研
修
と
し
て
と
き
わ
公
園

の
散
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
為

に
な
る
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
他
の
支
部
の

方
々
と
も
交
流
が
で
き
て

大
変
よ
か
っ
た
。
今
後
の

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、

有
意
義
な
２
日
間
と
な
り

ま
し
た
。

つくる楽しさを伝える

分散会・主婦としてできることを

教宣学習会

手
書
き
新
聞
作
成

取
材
先
は
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド

　

11
月
11
～
12
日
、
柳
井

市
の
「
や
ま
ぐ
ち
フ
ラ

ワ
ー
ラ
ン
ド
」「
柳
井
ク

ル
ー
ズ
ホ
テ
ル
」
で
、
第

28
回
教
宣
学
習
会
を
16
支

部
21
人
の
参
加
者
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
講
師
の
全
建

総
連
教
宣
部
・
山
下
教
宣

部
長
か
ら
取
材
の
方
法
な

ど
の
講
義
を
受
け
、「
や

ま
ぐ
ち
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン

ド
」
の
取
材

を
し
ま
し

た
。
所
長
さ

ん
や
担
当
者

の
説
明
に
参

加
者
は
熱
心

に
ペ
ン
を
走

ら
せ
、
実
践

の
場
で
早
速

生
か
し
て
い

ま
し
た
。

　

会
場
に
戻
り
、
３
０
０

字
程
度
に
ま
と
め
、
原
稿

書
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
班
ご
と
に

編
集
会
議
を
行
っ
た
後
、

手
書
き
新
聞
の
作
成
に
取

り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

一
日
で
手
書
き
新
聞
、

パ
ソ
コ
ン
編
集
で
の
新
聞

作
成
す
る
厳
し
い
日
程
で

し
た
が
、
全
て
の
班
で
時

間
内
に
完
成
。
４
つ
の
手

書
き
新
聞
、
１
つ
の
パ
ソ

コ
ン
編
集
で
の
新
聞
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
初
心
に

戻
っ
て
の
手
書
き
新
聞
は

大
変
だ
っ
た
が
、
と
て
も

よ
か
っ
た
」
と
の
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

来場者を出迎える「花くるりん」
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久光　義秋（光・大工 67）

山岳信仰の山 莇
アザミ

ケ岳
（周南市） 

支部 平成28年11月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 79 − 6
阿　武 23 1
岩　国 1,711 57
宇　部 1,649 22
小野田 562 7
吉　南 989 49
下　松 987 65
熊毛南 266 10
下　関 1,295 − 9
徳　山 742 9
豊　浦 173 6
長　門 197 1
萩 192 2
光 246 7
防　府 887 17
美　祢 180 − 4
山　口 1,046 16
柳　井 405 8

計 11,629人 258

初
孫
誕
生

仕
事
も
頑
張
ろ
う

　
　
　

下
関
　

勝
山
　

暁

　
　
　
　
　
　

（
サ
ッ
シ
）

　

昨
年
５
月
に
初
孫
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
今
後
も
家

族
・
孫
の
た
め
に
頑
張
っ

て
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

結
婚
し
て
一
年

目
標
を
持
っ
て
頑
張
る

　

豊
浦
　

古
川
　

博
之

　
　
　
　
　
　

（
大
　

工
）

　

結
婚
し
て
一
年
が
経
ち

毎
日
頑
張
っ
て
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
新
築
が
２
軒

あ
る
の
で
、
忙
し
い
日
々

に
な
り
そ
う
で
す
。
今
年

も
目
標
を
持
っ
て
頑
張
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が

無
く
な
る
こ
と
を
願
う

　

防
府
　

吉
田
　

亜
衣
子

　
　
　
　
　
　

（
主
　

婦
）

　

娘
が
今
年
、
小
学
生
に

な
り
ま
す
。
歩
い
て
通
う

の
が
今
か
ら
不
安
で
す
。

　

車
を
運
転
す
る
自
分
も

そ
う
で
す
が
、
ま
す
ま
す

安
全
運
転
を
心
掛
け
た
い

と
思
い
ま
す
。「
小
学
生
の

列
に
車
が
突
っ
込
ん
だ
」

ニ
ュ
ー
ス
が
な
く
な
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

か
ぜ
予
防
に

Ｒ
‐
１
ヨ
ー
グ
ル
ト

　
　

豊
浦
　

藤
永
　

勝
夫

　
　
　
　

（
大
　

工
）

　

大
工
は
体
が
健
康
で
な

け
れ
ば
仕
事
に
な
ら
な
い
。

　

私
は
か
ぜ
予
防
に
Ｒ
‐

１
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
飲
む
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

方
の
行
動
で
目
標
を
達
成

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
組
合
員
お
よ
び
家
族
の

皆
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
国
保
組
合
を

守
る
た
め
、
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
に
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

写
真
の「
ハ
ガ
キ
の
山
」

は
、
昨
年
の
９
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
取
り
組
ま
れ

た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
の
成

果
で
す
。

　

本
部
に
集
め
ら
れ
た
ハ

ガ
キ
は
２
万
８
３
５
０
枚

に
な
り
、
全
支
部
で
組
織

人
員
の
２
倍
の
目
標
を
達

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
８

年
連
続
し
て
夏
と
秋
の
両

　

国
保
組
合
の
補
助
金
確

保
に
お
け
る
「
現
行
水
準

の
確
保
を
求
め
た
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
」
は
、
全
建
総

連
傘
下
の
全
組
合
員
が
一

斉
に
取
り
組
む
運
動
で
、

夏
と
秋
の
年
２
回
行
わ
れ

ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
を
は

じ
め
と
す
る
補
助
金
確
保

の
運
動
を
続
け
る
の
は
、

次
の
年
の
国
保
組
合
の
安

定
運
営
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て

私
た
ち
の
国
保
組
合
を

守
っ
て
い
く
こ
と
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

　

建
設
山
口
の
組
織
人
数

は
昨
年
の
11
月
末
現
在
、

下
表
の
と
お
り
、
１
万

１
６
２
９
人
と
な
り
ま
し

た
。
４
月
か
ら
の
組
合
加

入
者
は
７
８
６
人
（
昨
年

度
比
90
人
増
）、
組
合
脱

退
者
は
５
２
８
人
（
昨
年

比
31
人
増
）
と
な
り
、
実

質
２
５
８
人
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
４
ヶ
月
を
残

し
、
昨
年
度
の
１
年
間
で

の
実
質
２
６
５
人
に
迫
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
部
別
で
は
、
18
支
部
中

15
支
部
で
増
加
し
、
月
別

に
み
て
も
４
月
を
除
く
月

は
増
加
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
順
調

に
拡
大
が
進
ん
で
い
る
と

い
え
ま
す
。

　

組
織
対
策
部
で
は
、
拡

大
グ
ッ
ズ
と
し
て
、
拡
大

用
Ｂ
Ｏ
Ｘ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

作
製
。
既
製
の
Ｂ
Ｏ
Ｘ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
加
入
を
呼

び
か
け
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
り
付
け
る
形
で
作
製
し
、

３
千
個
を
組
織
割
で
各
支

部
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

将
来
的
に
み
る
と
、
建

設
就
業
者
数
は
こ
れ
か
ら

先
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
中
で
も
若

年
層
は
大
幅
に
減
少
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
設

業
界
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

決
し
て
明
る
い
と
は
い
え

な
い
状
況
で
す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
、「
数
は
大
き
な
力
」

と
な
り
、
大
き
く
前
進
し
、

そ
の
こ
と
は
「
組
合
員
一

人
ひ
と
り
の
生
活
を
守

る
」
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

こ
の
拡
大
グ
ッ
ズ
を
活

用
し
、
一
人
で
も
多
く
の

仲
間
を
組
合
に
迎
え
入
れ

ま
し
ょ
う
。
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莇
ケ
岳
と
言
え
ば
石

鎚
神
社
の
分
霊
が
祀
ら

れ
、
頂
上
直
下
の
鎖
場

で
有
名
な
山
岳
信
仰
の

山
と
し
て
山
好
き
の
方

な
ら
思
い
出
す
で
し
ょ

う
。

　

市
町
村
合
併
の
前

は
、
鹿
野
町
と
島
根
県

境
の
ブ
ナ
林
と
亜
高
山

植
物
の
山
域
は
ハ
イ

カ
ー
に
は
人
気
の
静
寂

空
間
で
し
た
。
私
達
家

族
も
弁
当
と
水
筒
を

ザ
ッ
ク
に
詰
め
、
何
度

か
鎖
場
を
よ
じ
登
り
、

山
頂
か
ら
紅
葉
を
楽
し

ん
だ
思
い
出
の
多
い
地

元
の
忘
れ
ら
れ
な
い
峰

で
す
。

　

近
年
、
登
山
口
駐
車

場
か
ら
右
側
の
沢
に
橋

が
架
か
り
、
東
面
か
ら

莇
ケ
岳
の
先
峰
を
眺
め

な
が
ら
島
根
県
境
の
ブ

ナ
林
尾
根
か
ら
頂
上
に

登
る
道
が
整
備
さ
れ
、

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー

ト
が
増
え
気
持
ち
よ
く

歩
け
ま
す
。
季
節
に
は

山
頂
か
ら
カ
タ
ク
リ
の

花
咲
く
弟
見
山

（
１
０
８
５
ｍ
）
ま
で

の
縦
走
も
楽
し
い
。

　

昔
、
こ
の
縦
走
路
は

ク
マ
笹
の
大
変
な
ヤ
ブ

コ
ギ
で
悪
戦
苦
闘
し
た

悪
路
が
、
今
は
地
元
の

有
志
の
尽
力
で
歩
き
や

す
い
山
道
に
変
わ
っ
て

い
る
。
莇
ケ
岳
山
頂
か

ら
の
下
山
路
も
旧
道
の

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

途
中
を
右
に
取
り
30
分

も
歩
け
ば
登
山
口
駐
車

場
に
出
る
。
体
力
と
好

奇
心
の
あ
る
山
男
、
山

女
は
従
来
の
直
登
ル
ー

ト
の
石
鎚
山
道
に
挑
戦

す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
た
い
。
三
の
鎖
は
短

い
け
れ
ど
本
場
四
国
の

鎖
よ
り
傾
斜
は
キ
ツ

イ
。
石
鎚
神
社
は
無
病

息
災
と
厄
除
開
運
の
神

で
有
名
な
の
で
、
こ
の

山
も
効
能
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
地
元
の
山

な
の
で
是
非
登
っ
て
欲

し
い
で
す
ね
。
鎖
場
に

は
不
動
明
王
も
待
っ
て

ま
す
よ
。

登山口にて（1981年）

順
調
に
拡
大
進
行
中

11
月
末
で
昨
年
度
に
迫
る

◀
達
成
率
は
６
月
末
の
人
数
を
基
に
計
算

支部 ハガキ集約数 達成率
阿　東 207 枚 133％
阿　武 48 枚 104％
岩　国 3,600 枚 107％
宇　部 3,773 枚 115％
小野田 1,350 枚 122％
吉　南 2,438 枚 126％
下　松 1,928 枚 102％
熊毛南 536 枚 102％
下　関 4,559 枚 175％
徳　山 1,500 枚 102％
豊　浦 489 枚 145％
長　門 519 枚 130％
萩 450 枚 120％
光 472 枚 100％
防　府 2,474 枚 142％
美　祢 437 枚 119％
山　口 2,684 枚 130％
柳　井 806 枚 100％
本　部 80 枚
計 28,350枚 124％

ハガキ要請行動

8年連続目標達成
国保組合を守ろう

28,350枚を投函

BOXティッシュに貼るステッカー

愛 　犬

　我が家のエルモは４歳の男の子です。お散歩が大好きで、仕事
から帰ってくると、「連れてって」と飛んで催促します。
　でも、臆病で散歩している人が来ると立ち止まり動けなくなり
ます。強い風の日も、カサカサ音がするだけで、ビクッとしてそ
の場からダッシュで逃げてしまいます。
　それでも、お尻をふりながら楽しそうに散歩している姿をみる
と、とても癒されます。
　毎日、エルモから元気をもらっています。これからも愛くるし
い姿で家族みんなを笑顔にしてほしいです。

吉南支部 松尾　英和 さん
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リレーエッセイ 133

吉南　礒部　浩次
（造園・40）

が
ん
ば
れ

　

レ
ノ
フ
ァ

礒部さん

　ＪＦＬというＪリーグに
上がる前から、レノファの応
援をしてきました。
　最初に見に行ったのは、まだ維
新公園の競技場を使用できなく、テ
ニス場横にある補助競技場での試合で
した。
　野球観戦は経験がありましたが、
サッカーは初めての事で、ルールは
知っていても実際にプロの試合を見る
とテレビで見るのとは迫力の違いに感
動しました。
　どの様な選手がいて、いつ試合を行
うのかも知らずにいましたが、このよ
うに身近な所にプロのスポーツチーム
がいるのだなと思いました。

　見始めたのが秋になってか
らで数回の観戦で初めの年は

終わり、翌年のＪＦＬ開幕から
ホームでの観戦は仕事の合間を作っ

て通っています。
　ＪＦＬ、Ｊ３、Ｊ２と上がって来る
につれて、一緒に観戦をする知人も詳
しくなり、相手チームのメンバーを
しっかりチェックしており、どこのチー
ムから移籍してどの様な成績でポジ
ションにいるのかと話をするようにな
りました。観客数も初めは100人に満た
ない感じでしたが、今では１万人を超
え大いに盛り上がっております。
　是非、今年こそはＪ１目指して頑
張ってください。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
の
順
に
並
べ
変

え
て
く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
洋
服
←
→
。

③
組
合
の
発
行
す
る
○
○

○
○
「
や
ま
ぐ
ち
」
を

読
も
う
。

⑥
波
が
騒
ぐ
音
。

⑧
似
た
者
。
仲
間
。
○
○

は
友
を
呼
ぶ
。

⑩
親
し
み
を
感
じ
て
い
る

様
子
。
○
○
○
○
な
る

諸
君
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
す
。

⑪
エ
ラ
ー
を
し
て
も
声
を

掛
け
よ
う
。
大
丈
夫
。

⑬
○
○
に
は
じ
ま
り
○
○

に
終
わ
る
。

⑮
損
を
し
て
何
も
残
ら
な

い
。
○
○
も
こ
も
な
い
。

⑯
後
か
ら
加
え
る
。

⑱
話
題
に
な
る
話
。

⑳
５
本
の
内
の
真
ん
中
の

指
。
○
○
指
。

㉒
砂
漠
の
旅
行
に
適
し
て

い
る
動
物
。

㉓
佐
渡
島
は
何
県
？

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
来
年
ロ
シ
ア
で
開
催
。

○
○
○
○
カ
ッ
プ
。

②
鉄
や
竹
で
作
り
、
物
を

差
し
貫
く
棒
。

③
数
え
始
め
る
こ
と
。「
本

日
か
ら
○
○
○
し
て
十

日
目
」。

④
医
療
保
険
の
○
○
○
○

を
阻
止
し
よ
う
。

⑤
ラ
イ
オ
ン
。
○
○
ま
い
。

⑦
布
団
な
ど
を
入
れ
る
襖

の
つ
い
た
戸
棚
。

⑨
そ
れ
ま
で
の
地
位
や
職

を
や
め
、
退
く
こ
と
。

⑫
正
月
に
子
供
が
喜
び
ま

す
。
い
く
ら
か
な
？

⑭
水
田
に
栽
培
。
米
。

⑯
幸
運
。
○
○
が
ま
わ
る
。

⑰
妻
。
ワ
イ
フ
の
呼
び
方
。

⑲
北
海
の
深
い
海
で
と
れ

る
魚
。
う
ろ
こ
が
細
か

く
腹
が
大
き
い
。

㉑
石
川
県
。
昔
は
○
○

百
万
石
。

◆
◆
◆
　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
２
月
７
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
「
や
ま
ぐ
ち

パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
10
人
の
方
に
ク

オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま

す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

椿
の
花
が咲

き
は
じ
め
た
よ

　

愛
車
、
愛
妻
、
愛
娘
、

愛
犬
・
・
・
。
人
そ
れ
ぞ

れ
に
「
愛
○
」
の
○
に
は

色
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
さ
ん
、「
愛
○
」
の

○
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
建
設
山

口
教
育
宣
伝
部
ま
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

椿の花のじゅうたんが広がる　

【
萩
・
福
間
洋
介
（
空

調
工
67
）】
萩
市
越
ヶ
浜

笠
山
の
椿
群
生
林
（
ヤ
ブ

ツ
バ
キ
）。
笠
山
の
北
側

の
虎
ケ
崎
灯
台
の
南
側
に
、

広
さ
10
ｈａ
、
２
万
５
千

本
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
自
生

し
て
い
ま
す
。
群
生
林
の

中
に
入
る
と

空
が
見
え
な

い
ほ
ど
「
椿

の
ト
ン
ネ

ル
」
が
続
き

ま
す
。

　

ヤ
ブ
ツ
バ

キ
の
種
類
は

数
多
く
、
萩

小
町
（
ピ
ン
ク
色
・
小
輪

咲
き
）、深
草
の
少
将
（
朱

紅
色
、
小
輪
）、
笠
山
侘

助
（
赤
色
、
小
輪
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が

咲
い
て
は
散
り
、
12
月
か

ら
３
月
ま
で
咲
き
続
け
ま

す
。

　

冬
の
散
歩
に
椿
群
生
林

は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
で

す
。
で
き
れ
ば
人
の
少
な

い
時
間
を
選
ん
で
散
歩
さ

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

入
口
に
無
人
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
置
き
場
が
あ
り
ま

す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
地

図
）
を
持
っ
て
、
目
当
て

の
花
を
探
す
の
も
お
も
し

ろ
い
で
す
よ
。

　

ま
た
、
ガ
イ
ド
を
予
約

し
た
ら
、
椿
群
生
林
の
花

や
歴
史
を
教
え
て
も
ら
え

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
観
光
ガ
イ
ド
協

会
（
電
話
０
８
３
８

−

２
５

−

３
５
２
７
）
ま
で
。

ガ
イ
ド
料
は
千
円
で
す
。

　

こ
の
冬
は
、
ぜ
ひ
笠
山

の
椿
群
生
林
へ
お
い
で
ま

せ
。

愛
○
の
原
稿
募
集

　保険料は、皆さんが病気や
けがをしたときの医療費や、
償還金・傷病手当金・出産育
児一時金など様々な保険給付
の費用にあてる大切な財源で
す。保険料はみんなで負担す

るものですから、保険料の納
入が遅れる方がいると、中建
国保の財政運営に大きく影響
します。
　また、保険料を滞納される
と、通例定める期日（有効期

限）よりも、前の期日までの
被保険者証（短期被保険者証）
が交付されることがあります。
　保険料はきちんと、決めら
れた日までに収めるようお願
いします。

保険料は
決められた日までに

笠山椿群生林

椿は萩市の花

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
276
号
解
答
◇

　

ト
シ
ョ
カ
ン

〈
当
選
者
〉【
小
野
田
】
小

西
美
佐
緒
【
吉
南
】
兼
光

幸
恵
・
原
田
正
・
永
瀬
豊

【
下
松
】
黒
田
和
年
【
下

関
】
近
森
英
仁
【
徳
山
】

吉
澤
晶
代
・
中
村
愛
弓

【
豊
浦
】
服
部
桂
子
【
美

祢
】
伊
藤
百
合
磨

（
応
募
総
数
33
）
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木の良さ・手作りの良さを多くの人々に（齊藤さん夫婦）

齊藤 博行さん（67）・政子さん（66）夫婦
−小野田−

大工さんが素材にこだわる

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
注
文
も

木のおもちゃは大人気

　

「
木
を
い
っ
ぱ
い
持
と

う
と
し
て
も
持
ち
切
れ
な

い
。
木
が
溢
れ
る
（
洩
れ

る
）」。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
で

誕
生
し
た
の
が
「
自
然
派

木
工
房
・
木
洩
木
」
で
す
。

　

昔
か
ら
木
が
好
き
で
、

た
く
さ
ん
の
木
を
集
め
て

い
た
齊
藤
博
行
さ
ん
（
大

工・67
）。
小
野
田
市
の「
日

の
出
市
場
」
の
入
居
者
募

集
を
み
て
、
平
成
14
年
か

ら
３
年
契
約
で
平
成
17
年

10
月
ま
で
出
店
し
、
木
の

額
縁
や
お
盆
、
床
柱
な
ど

の
作
品
を
趣
味
で
出
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
後
、
平

成
18
年
10
月
に
「
３
年
で

終
わ
る
の
は
寂
し
い
」
と

の
思
い
か
ら
、
現
在
の
場

所
で
あ
る
自
宅
を
改
築
し
、

お
店
と
し
て
再
出
発
。
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

木
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
を

つ
く
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
皇
族
の
愛
子
様

が
２
歳
の
誕
生
日
に
木
製

の
キ
ッ
チ
ン
セ
ッ
ト
で
遊

ば
れ
て
い
た
姿
で
し
た
。

木
の
お
も
ち
ゃ
が
人
気
と

な
り
、自
然
に
作
製
依
頼
が

く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
客
層
は
、
圧
倒

的
に
ご
婦
人
が
多
く
、
出

産
祝
い
や
誕
生
日
祝
い
に

木
製
三
輪
車
。
ク
リ
ス
マ

ス
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

「
つ
み
木
」
も
人
気
が
あ

り
ま
す
。

　

加
工
は
大
工
仕
事
の
合

間
に
同
じ
敷
地
内
に
あ
る

隣
の
作
業
場
。「
自
分
の

こ
と
を
木
バ
カ
と
思
っ
て

い
る
」
と
博
行
さ
ん
。
ひ

の
き
、
け
や
き
、
さ
く
ら
、

く
す
な
ど
多
く
の
ス
ト
ッ

ク
が
あ
り
、
特
性
を
考
え

な
が
ら
、
好
き
な
木
を
選

ん
で
、
加
工
し
て
い
き
ま

す
。

　

「
木
で
つ
く
っ
た
、
こ

ん
な
も
の
が
欲
し
い
」。

来
場
者
の
要
望
に
応
じ
て
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
注
文

も
受
け
付
け
、
長
崎
の
書

道
家
か
ら
は
、
２
０
０
個

の
額
縁
の
依
頼
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

本
業
の
大
工
仕
事
で
忙

し
い
博
行
さ
ん
に
代
わ
り
、

「
木
洩
木
」
を
守
る
の
は

政
子
さ
ん
。
多
く
の
人
と

触
れ
合
う
憩
い
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
工
さ
ん
が
始
め
た
素

材
に
こ
だ
わ
る
雑
貨
屋
さ

ん
「
自
然
派
木
工
房
・
木

洩
木
」。
今
年
も
木
の
良

さ
・
手
作
り
の
良
さ
を
多

く
の
人
々
に
伝
え
ま
す
。

 

☆
お
店
デ
ー
タ

　

住
所
：
山
陽
小
野
田
市

大
字
有
帆
70

−

72

　

電
話
：
０
８
３
６

−

８
４

−

７
０
６
２

　

定
休
日
：
第
２
・
４
土

曜
日
、
毎
週
日
曜
日

自宅を改築し、お店として再出発。多く
の人と触れ合う憩いの場として

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
注
文
も

木の特性を生かしながら

　

表
彰
を
受
け
る
近
崎
さ

ん
。
諸
先
輩
方
の
御
苦
労

に
感
謝
し
な
が
ら

今年で
42 年

長年の社会奉仕活動で
市長表彰・光 　

【
光・近
崎
秀
幸
（
大
工・

55
）】
平
成
28
年
11
月
２

日
、
建
設
山
口
光
支
部
は

長
年
、
社
会
奉
仕
活
動
と

し
て
行
っ
て
き
た
学
校
施

設
修
理
奉
仕
作
業
に
対
し
、

光
市
長
表
彰
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
も
多
年
に
渡
っ
て

活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

諸
先
輩
方
の
御
苦
労
の
賜

物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
活
動
に
御
理

解
く
だ
さ
っ
た
行
政
関
係

者
の
方
々
の
お
か
げ
で
も

あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
で
42
回
を

数
え
る
こ
の
活
動
も
、
組

合
員
さ
ん
の
高
齢
化
な
ど

で
規
模
の
縮
小
な
ど
紆
余

曲
折
を
経
て
き
ま
し
た
が
、

組
合
員
さ
ん
の
御
尽
力
を

持
ち
ま
し
て
何
と
か
活
動

を
継
続
で
き
て
い
ま
す
。

　

私
が
初
め
て
参
加
し
た

頃
は
、
参
加
者
も
40
名
を

超
え
市
内
全
域
の
施
設
を

カ
バ
ー
し
、
職
人
の
技
能

を
発
揮
し
て
、
子
供
た
ち

の
笑
顔
を
楽
し
み
に
作
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
最

近
で
は
活
動
範
囲
も
縮
小

し
て
い
ま
す
が
、
子
供
た

ち
の
笑
顔
を
楽
し
み
に
作

業
す
る
こ
と
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　

42
回
続
い
て
き
た
こ
の

活
動
が
、
光
支
部
が
あ
る

限
り
続
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

建
設
山
口
は
現
在
、

県
下
に
18
支
部
あ
り
、

各
地
域
で
「
ふ
る
さ
と

祭
り
へ
の
出
展
」、「
学

校
施
設
無
料
奉
仕
作
業

の
実
施
」、「
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
参
加
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
部
と
し
て
も
、
県

や
関
係
機
関
と
協
力
し
、

「
木
の
良
さ
・
も
の
を

つ
く
る
喜
び
」
を
伝
え

る
目
的
で
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
本
部
と
各

支
部
が
協
力
し
、
県
下

で
社
会
貢
献
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

社会貢献

組合全体で




